
現 況 の 課 題

本工法は，覆工コンクリートの型枠養生期間中にセントル表面の温度を調整し，コンクリートを冷却・加温することで，一年を通
して春秋期に打設したコンクリートと同じ温度環境で施工することを可能にしたものです。これにより，収縮ひび割れや，強度不
足に起因するひび割れ・表面剥離を防止し、高品質・高耐久性の覆工コンクリートの施工を実現しました。

覆工コンクリートは，材令14～20時間の早期に脱型す
るため，図-1に示すように脱型後の急激な温度変化や
乾燥による収縮ひび割れや，強度不足によるひび割れ
・表面剥離，インバート拘束によるひび割れが発生する
懸念があります。
これらのひび割れは，それぞれ夏期と冬期に顕著とな

るため，ひび割れの発生しにくい適度な温度，すなわち
春期または秋期の温度環境下にコンクリート温度を維
持することが重要となります。

春 秋 コ ン ク リ ー ト 工 法 と は

図-1 構造・施工・環境に起因
するひび割れパターン
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春秋コンクリート工法は，図-2に示すように大型エアコンで冷
却・加温した10～40℃の空気を，補助ファンによりセントル型枠に
設置した送風用鋼管に風速10～15m/sで圧送し，型枠表面を冷
却・加温するものです。これによりセントル脱型までのコンクリート
温度を春秋期環境に調整します。

［春秋コンクリート工法の効果］
夏期施工では，コンクリートのピーク温度を約10℃下げられる

ため，温度変化や乾燥による収縮ひび割れを抑制できるととも
に，水和反応が緩やかに促進するため，長期強度が10～20%
向上します（図-3，図-4）。

冬期施工では，コンクリートのピーク温度を約10℃上げられる
ため，脱型時の必要強度を満足できるとともに，強度不足に起
因するひび割れ・表面剥離を抑制できます。

 コンクリート温度は，温度応力解析で予測できるため，大型エ
アコンの温度調整を行うことで，正確に管理できます。

覆工コンクリートのみならず，マスコンクリートなどコンクリート
の温度制御が必要となる一般構造物にも適用が可能です。
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図-4 長期強度試験結果
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図-3 春秋コンクリート工法温度測定結果
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図-2 春秋コンクリート工法専用セントル システム図

左側 右側

セントルを冷却/加温して、覆工コンクリートの内部温度をコントロール

高品質化セントル養生システム 「春秋コンクリート工法」
はる あき
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